


１．建築物の色彩

（１）外壁、屋根など外観の色彩は、原色は避け、周辺建築物の色彩と調和させるとともに、緑が映える落ち着

　 いたものとするよう努めて下さい。

まちなみの保全及び向上に関する事項（まちなみガイドライン）

ｰ1ｰ

まちづくり協定で定めている事項についてまちづくり協定で定めている事項について

　以下の 1 ～３の項目は、事前にまちづくり協定運営団体と協議し、その協議内容を市へ報告しなけ

ればなりません。また、市へ提出する報告書の写しをまちづくり協議会にも提出して下さい。

１．協議対象行為

まちづくり協定に係る協議についてまちづくり協定に係る協議について

※宅地造成等規制法第 8 条の申請が必要な土地の造成とは、

①切土の場合で、高さが 2m を超える崖ができるもの

②盛土の場合で、高さが 1m を超える崖ができるもの

③切土と盛土を合わせて高さ 2m を超える崖ができるもの

（1）開発事業等におけるまちづくりに関する条例第２条第５号に規定する開発事業及び同上第６号に規定す

る小規模開発事業

（2）建築確認申請が必要な建築物の用途の変更 

（3）宅地造成等規制法第 8 条の申請が必要な土地の造成

（1）位置図　　　（２）配置図　    （3）建築物の平面図、立面図    　（4）土地の造成断面図　

（5）外構計画図　（６）その他協議会が必要と認めるもの

２．協議に必要な書類

（1）宅地造成等規制法第８条第１項の許可申請

（2）建築確認申請

　　　 開発事業等におけるまちづくりに関する条例の各種計画書の提出までに行って下さい。ただし、各種計画

書の提出を必要としない場合は次の各号に定める申請より前に行って下さい。

３．協議の時期

　以下の協議対象行為を行う場合は、事前にまちづくり協定運営団体との協議が必要です。

概要概要 区域図区域図

まちづくりの方針まちづくりの方針

　宝生ケ丘地区まちづくり協議会では、まちづくり協

定を作成し、「西宮市まちなみまちづくり基本条例」

に基づく市長の認定を受けました。この協定は「住み

たい」を繋ぐために地区計画を補完するルールとして

建築行為等を行う際のまちなみ住環境などへの配慮方

法を定めたものです。

　当地区では４つのまちづくりの方針を定めています。

　１　暮らしやすさ

　２　まちの魅力・活力

　３　環境との共生

　４　まちのデザイン
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・外壁、屋根など外観の色彩は、原色は避け、周辺

建築物の色彩と調和させるとともに、緑が映える

落ち着いたものとするよう努めてください。

例えば

例えば
例えば

明度は２以上９．５以下



「  ま  ち  づ  く  り  協  定  」   に  つ  い  て  の  お  問  い  合  わ  せ「  ま  ち  づ  く  り  協  定  」   に  つ  い  て  の  お  問  い  合  わ  せ「  ま  ち  づ  く  り  協  定  」   に  つ  い  て  の  お  問  い  合  わ  せ「  ま  ち  づ  く  り  協  定  」   に  つ  い  て  の  お  問  い  合  わ  せ

まちづくり協議会まちづくり協議会
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協議内容の報告について協議内容の報告について

西宮市西宮市

③
報
告
書
を
提
出

協議フロー図協議フロー図

各種計画書

を提出

◆宝生ケ丘地区まちづくり協議会 会長 葛西 孝亮

　　　　　　　　　　　　　宝生ケ丘自治会集会所（宝生ケ丘１丁目 10-2 ）

◆市連絡先：西宮市役所　都市デザイン課　地区まちづくり支援チーム
TEL：0798-35-3688

着　工

建築確認申請

※ P1「まちづくり協定に係る協議について」の１の（２）（３）の行為を行う場合は、協議内容を市へ報告

　する必要がありません。

※

③
報
告
書
の

写
し
を
提
出

写
し
を
提
出

※ 西宮市役所都市デザイン課で協議内容報告書の確認を受けた後、開発指導課へ提出して下さい。

　工事に着手する前に周辺の住民に対して資料配布又は戸別訪問若しくは説明

会等の方法により、計画及び工事内容の説明を行って下さい。

第 8 条

４．周辺住民への説明

（１）　当該工事において、トラブルを回避するため、次の各号に定める内容を遵守するよう努めて下さい。

　　　①安全の管理　②周辺に対する騒音や振動等の低減　③路上駐車の禁止　④規律・風紀管理の徹底

　　（２）　「開発事業等におけるまちづくりに関する条例」第 2 条第 1 項第 5 号に基づく開発事業を行う場合

            は、当該工事に着手する前に、協議会との間で工事協定を締結するよう努めて下さい。やむを得ない

　　 理由により工事協定を締結できない場合も、周辺の住民からの苦情や要望に対する処理など、誠実な

　　 対応に努めて下さい。

※「開発事業等におけるまちづくりに関する条例」第 2 条第 1 項第 5 号に基づく開発事業とは

　　①敷地面積 500 ㎡以上の建築物の建築　　②換算戸数 10 以上の建築物の建築

　　③土地の面積が 500 ㎡以上の宅地造成

　のいずれかに該当する事業をいいます。

５．工事に関する措置

MAIL : houshougaokamati@gmail.com

事業主・建築主


